
編集後記
　先日、4年ぶりに開催された総合福祉学科保護者会に参加しました。

教員紹介の挨拶では多くの先生が「大学と家庭の両輪で学生を支える」「親御さんとパート
ナーシップを築いていきたい」とおっしゃっていました。また「学生に対しては、こちらがきめ
細やかに対応することで、彼らも社会に出た時に細やかな対応のできる人になってくれるの
ではないかとの思いを持って接しています」という先生もおられました。浦和大学には親同
様にわが子の苦悩や成長に寄り添い、ともに歩んで下さる沢山の先生方がいるということに
心から感謝しています。 （広報部部長   風間   千晶）

撮影  広報部 濵野 志津江

2022年度 学位記授与式
2023年度 入学式
2022年度 学位記授与式
2023年度 入学式
さいたまランフェス2022-23
さくらまつり
さいたまランフェス2022-23
さくらまつり
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 ■浦和大学保護者会に対する、ご質問・ご意
見・ご感想などございましたら、ご遠慮なく事
務局までお問い合わせください。
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2023 Spring

　第１体育館には更衣室（男・女）が
あり、シャワー室も設置されていま
す。シャワー室の更新工事が行われ、
最新の設備となりました。
　同時に更衣室の改修も行い、床は
ピータイルからタイルカーペットに張
替え、天井壁面の塗装などが行われ、
明るい雰囲気となりました。

情報・写真提供／浦和大学総務課

大学施設が新しくなりました大学施設が新しくなりました

■2023年度総会承認事項報告
■活動報告「保護者会だより」
■第1体育館更衣室更新
■編集後記

改修は浦和大学後援会2022年度助成によって行われました。

シャワー室、更衣室の更新シャワー室、更衣室の更新

　更衣室のリニューアルに併せてロッカーの入替
も行い、明るく衛生的なものとなりました。カギは
ダイヤル式で、使う都度、新たに番号を設定する仕
様になっています。

更衣室ロッカーの更新更衣室ロッカーの更新
　シャワー室と更衣室の洗面台への給湯は、これまでのガス給
湯器から、900ℓ（450ℓ×2台）をタンクに貯めておける電気式
のエコ給湯器に変更しました。非常時には貯湯ユニットから飲
み水や温かいお湯を利用することができます。

給湯設備の更新給湯設備の更新

Renewal

Renewal Renewal

男子更衣室全体
女子更衣室全体

給湯設備男子更衣室ロッカー

女子更衣室ロッカー

男子更衣室シャワール
ーム

シャワールーム脱衣所
床

シャワーブース

更衣室改修

第１体育館 更衣室内
（九里メモリアルホール）（九里メモリアルホール） 大 規 模 改 修
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学校法人九里学園理事長
　　　　　浦和大学学長   久田　有

学長のことば学長のことば

学科総代
──────

総合福祉学科

こども学科

学校教育学科

田中　美久
牧野　萌花
塚原　乃愛

門田　彩花
坂橋　美紀
千須和有羽

岩城龍太朗

吉田真柚子
渡部　彩代
井伊　満洋

総合福祉学科

こども学科

学校教育学科

学校教育学科

総合福祉学科

こども学科

学校教育学科

優等賞───────────

学友会長賞─────────

保護者会会長賞───────

武藤　洋紀
中川　美栗
鈴木　弥来

宮下　拓也

宮下　拓也

右島明日香

阿部ななみ

佐藤　風音

門田　彩花

総合福祉学科

こども学科

学校教育学科

総合福祉学科

総合福祉学科

総合福祉学科

こども学科

こども学科

総合福祉学科

後援会会長賞────────

緑友会会長賞────────

福祉奨励賞─────────

日本ソーシャルワーク教育学校連盟会長賞

全埼玉私立幼稚園連合会会長表彰

全国保育士養成協議会会長表彰

卒業生のことば（卒業生代表）─

2022年度 浦和大学学位記授与式

         表彰者及び学生代表者（敬称略） 卒業生の皆さんへ

　
２
０
２
２
年
度
浦
和
大
学
学
位
記
授
与
式
が
、

２
０
２
３
年
３
月
16
日（
木
）に
埼
玉
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
歌
斉
唱
後
、久
田
学
長
か
ら
各
学
科
総
代
へ

学
位
記
の
授
与
と
、成
績
優
秀
者
の
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、保
護
者
会
会
長
賞
が
細
沼
会
長
よ
り
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
代
表
の
門
田
綾
花
さ
ん
の
学
生
生
活

の
思
い
出
を
聞
き
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
抑
制
さ

れ
た
生
活
を
過
ご
し
た
子
ど
も
た
ち
を
思
う
と

胸
が
痛
み
ま
し
た
。そ
れ
で
も
学
業
に
励
み
、励

ま
し
合
え
る
友
と
出
会
い
、お
世
話
に
な
っ
た
先

生
や
周
り
の
方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉
と
将
来
へ
の

誓
い
の
言
葉
を
聞
い
た
時
に
、保
護
者
と
し
て
、

浦
和
大
学
で
学
び
学
位
記
授
与
式
を
迎
え
ら
れ

た
事
へ
の
感
謝
と
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
て

も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
ゼ
ミ
ご
と
に
集
ま
り
、担
当
教

員
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
、恩

師
や
友
人
た
ち
と
の
記
念
撮
影
で
は
満
面
の
笑

み
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。辛
か
っ
た
事
や
大

変
だ
っ
た
事
を
乗
り
越
え
、一
人
の
社
会
人
と
し

て
巣
立
っ
て
い
く
姿
に
先
生
方
も
笑
顔
で
思
い
出

話
を
さ
れ
、そ
の
光
景
は
紛
れ
も
な
く
と
て
も
素

敵
な
学
生
生
活
だ
っ
た
事
を
物
語
っ
て
お
り
、と

て
も
感
慨
深
い
学
位
記
授
与
式
で
し
た
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、今
の
輝
き

を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
、素
敵
な
未
来
に
羽
ば

た
く
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
ご
卒
業
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
記
事
　
広
報
部
　
竹
川
健
城
）

（
撮
影
　
企
画
部
　
後
藤
忍
、

　
　
　  

広
報
部
　
濵
野
志
津
江
）

学位記授与式

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
試
練
と
困
難
の
中
、た
ゆ
ま
ぬ
努
力

と
変
わ
り
ゆ
く
状
況
に
対
す
る
柔
軟
な
対
応
力
を
も
っ
て
乗
り

越
え
、浦
和
大
学
の
学
位
記
を
取
得
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
対
し
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
卒
業
生
の
学
修
や
大
学

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
、大
き
な
支
援
と
協
力
を
寄
せ
て
い
た

だ
い
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
情
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
長
い
学
生
生
活
が
終
わ
り
、こ
れ
か
ら
ひ

と
り
で
社
会
へ
旅
立
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。浦
和
大
学
の

４
年
間
は
学
問
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、人
間
的
な
成
長
を

目
指
す
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。実
習
先
で
の
不
安
と
緊
張
の
時

間
。サ
ー
ク
ル
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、そ
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
先
輩
や
社
会
の
人
々
と
過
ご
す
充
実

の
時
間
。学
食
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
友
人
た
ち
と
の
楽
し
い
語

ら
い
の
時
間
。そ
し
て
卒
業
研
究
に
お
け
る
苦
労
か
ら
達
成
感
へ

と
続
く
時
間
。こ
れ
ら
の
時
間
は
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
人
間
的

な
成
長
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、必
ず
社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
我
々
は
信
じ
て
い
ま
す
。

浦
和
大
学
の
教
職
員
は
、こ
れ
か
ら
も
卒
業
生
の
皆
さ
ん
を

応
援
し
て
い
ま
す
。 2022年度 浦和大学2022年度 浦和大学

花束贈呈

2023年 ３月16日㈭  埼玉会館 大ホール2023年 ３月16日㈭  埼玉会館 大ホール
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新入生への
インタビュ

ー

五十嵐裕子

 

金井　玲子

青木　秀雄

大久保秀子

坂内　祐一

船木　美佳

大村あかね

岡本　仁美

竹田　　恵

三木　陽子

柴田　崇浩

宮﨑　静香

甲斐ひろな

保育原理

こどもと音楽

こどもと学習活動

社会福祉概論

データサイエンス入門

造形表現

保育内容（人間関係）

特別支援保育

保育内容総論

こども理解と観察

発達心理学

保育内容（環境）

こどもと健康

学部長／教授

学科長／教授

教 授

教 授

教 授

教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

講 師

講 師

助 教

久田　　有

大久保秀子、中村　泰治

学   長

副学長

職 名 氏 名 主な担当科目

矢部　一夫

大友　秀明

工藤　文三

高野実貴雄

出口　雅生

眞有　澄香

伊深　祥子

内田　　徹

鶴ヶ谷柊子

算数指導法

教育学概論

教育課程論

初等国語

音楽文化史

初等国語科指導法

初等家庭科指導法

教員養成の歴史

初等理科

学科長／教授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

准 教 授

准 教 授

講 師

学校教育学科

こども学科

こども学部

中村　  泰治

片山  　昭義

片山　昭義

加藤　邦子

河東田　博

白井絵里子

長沼　　明　

栗延　　孟

中島　悠介

益子　行弘

矢野　知彦

岡田　圭祐

経済学

障がい者スポーツ演習

教育心理学

権利擁護を支える法制度

社会福祉概論

公的扶助論

高齢者福祉論

介護予防・健康運動指導演習

心理学基礎実験

医療福祉論

障害者福祉論

学部長／教授

学科長／教授

教 授

教 授

教 授

教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

講 師

職 名 氏 名 主な担当科目

竹村　祥子

飯田　良明

岩本　裕子

川村みどり

高橋　清美

福田須美子

藤島喜代仁

安田　亘宏

安原　輝彦

林　　大介

米岡　　学

本田　隆浩

社会学概論

メディアの社会学

外国史概説

ビジネス文書

経営と社会

教育学概論

国際文化論

観光とまちづくり

教育の制度と経営

ボランティア・ＮＰＯ論

情報処理概論

法学(憲法含む）

学科長／教授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

准 教 授

准 教 授

講 師

現代社会学科

総合福祉学科

社会学部

2023年度 教員一覧
(2023年4月1日現在、敬称略）

前に進むことを躊躇せず、自分たちが選んだ道に自信
を持ち、専門的な幅広い知識を身につけ、自ら新しいこ
とに挑戦していきたい。

社会学部 総合福祉学科　
藤田 ブリアナ 萌子さん

こども学部 学校教育学科　
喜多 慎之介さん

　
春
の
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
た
２
０

２
３
年
４
月
５
日（
水
）、埼
玉
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
浦
和
大
学
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
こ
ど
も
学
部
こ
ど
も
学
科
47

名
、学
校
教
育
学
科
16
名
、社
会
学
部
総
合

福
祉
学
科
35
名
、現
代
社
会
学
科
50
名
、計

１
４
８
名
の
入
学
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
厳
粛
な
雰
囲
気
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、浦
和
大
学
の
学
生
と
し
て
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
新
入
生
の
明
る
く
希
望
に

満
ち
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
久
田
学
長
は
、式
辞
の
中
で
浦
和
大
学

建
学
の
精
神
で
あ
る『
実
学
に
勤
め
徳
を

養
う
』を
あ
げ
て
、「
社
会
で
直
面
し
て
い
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
何
が
求
め
ら
れ
て

い
る
か
を
知
り
、自
分
は
何
が
出
来
る
の

か
を
問
い
ま
し
ょ
う
。そ
の
問
い
の
中
か
ら

学
び
の
意
味
や
目
的
が
見
え
て
く
る
の
で

す
」と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
生
は
3
年
間
マ
ス
ク
着
用
の
高
校

生
活
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、今

後
思
う
存
分
楽
し
い
学
生
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
同
じ
大
学
で
学
ぶ
友
人
同
士
で
楽
し
み

を
共
有
し
、時
に
は
助
け
合
い
、充
実
し
た

4
年
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

（
記
事 

広
報
部 

濵
野
志
津
江
）

（
撮
影 

企
画
部 

後
藤
忍
、

　
　   

広
報
部 

竹
川
健
城
）

●不安や期待など色々があるが、友達を
沢山作って学校生活を楽しみたい。
●ピアノを頑張りたい。
●保育士、幼稚園教諭の資格が取れるよ
うに勉強を頑張ります。

●教師を目指しているので、スキルを身に
つけ、こども達を導ける立場になれるよう
頑張ります。

●今日は緊張しました！　社会系の勉強
が大好きなので頑張りたい。

●どこにしようか悩み中ですが、サークル
に入って大学生活を楽しみたい。

こども学科

学校教育学科

現代社会学科

総合福祉学科

学校法人九里学園理事長

浦和大学学長   久田　有
新入生の皆さんへ

　ご入学おめでとうございます。
　我々教職員一同、これからの日 を々皆さんと共に過ごすことに、大きな
喜びと、さらに大きな責任を感じております。
　浦和大学へ入学される皆さんに浦和大学の校訓である「実学に勤め
徳を養う」の「徳を養う」についてお話ししたいと思います。
　社会生活において、「人」とどうかかわり、どうコミュニケーションをと
れば良いのか、心の持ちようはどうあれば良いのか、ということは大切な
問題です。それにはまず挨拶をすることから始まり、他者に対する思いや
りの心、感謝する心、奉仕の心、マナーを守る心などを自ら実践し、人間
性を高めていくことです。このことが「徳を養う」ということです。まず皆さ
んには、皆さんをここまで育ててこられたご家族の方に「ありがとう」と感
謝の気持ちを言葉にすることから始めていただきたいと思います。
　これから皆さんが緑あふれる浦和大学のキャンパスで、4年間の大学
生活を大いにエンジョイすることを心より願っております。

2023年度2023年度

2023年 4月5日㈬  
埼玉会館 大ホール
2023年 4月5日㈬  
埼玉会館 大ホール

新入生代表新入生代表

在学生代表在学生代表

保護者会のご案内保護者会のご案内

浦 和 大 学入学式

学長のことば学長のことば

教員紹介教員紹介
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   浦大生ボランティアが

給水でランナーをサポート   浦大生ボランティアが

給水でランナーをサポート

やりたい人が立候補する形で集まり、2月頃から1号館

1階のらせん階段の下のスペースで装飾を作ったりし

て準備をしてきました。こども学部は、先生にも学生

にも怖い人がいないのが良いところで、先生とは距離

が近く仲良しなのが浦大の特徴です。

企画・運営を担当した学生のみなさんのお話

　
2
0
2
3
年
1
月
22
日（
日
）に
、

「
さ
い
た
ま
ラ
ン
フ
ェ
ス
2
0
2
2‐

2
3
」ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
と
10

㎞
の
部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。コ
ー

ス
は
浦
和
駒
場
ス
タ
ジ
ア
ム
を
ス

タ
ー
ト
し
て
国
道
4
6
3
号
を
浦

和
美
園
方
面
に
向
か
い
、新
見
沼
大

橋
有
料
道
路
を
走
り
抜
け
て
浦
和

大
学
前
で
折
り
返
す
、公
道
を
使
用

し
た
特
設
コ
ー
ス
で
す
。

　
4
0
0
0
人
近
い
市
民
ラ
ン
ナ
ー

の
み
な
さ
ん
が
、事
故
な
く
、そ
し

て
気
持
ち
よ
く
走
り
き
れ
る
よ
う
、

学
生
は
給
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
声
援
を
送
り
、大
学

前
で
は
職
員
の
皆
さ
ん
や
エ
イ
サ
ー

ク
ル
の
学
生
た
ち
が
、最
後
の
ラ
ン

ナ
ー
の
背
中
が
見
え
な
く
な
る
ま
で

元
気
い
っ
ぱ
い
の
応
援
を
し
て
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

2023
Spring

さ
く
ら
ま
つ
り

2022-23

《記事》広報部長  風間千晶　
《撮影》会長  細沼和美、広報部長  風間千晶

地域とつながり、地域活動に貢献する浦大生

    エイサークル

沿道パフォーマンスで

           ランナーを全力応援
    エイサークル

沿道パフォーマンスで

           ランナーを全力応援

《記事》広報部長  風間千晶　《撮影》副会長（広報部付）  有村恵美子、広報部  竹川健城

　2023年４月７日（金）、こども学部
の新入生歓迎会となる「さくらまつ
り」が九里メモリアルホールにて開催
されました。
　浦大ウインドオーケストラの生演
奏の流れる中、新入生が入場し、来
場記念の水引グッズ（茶道・華道部手作り製作品！）のプレゼントがありました。新入
生は、主催の２年生と共にレクリエーションのモノマネじゃんけん列車で交流を深め
たり、「ぽっけ」の見学、いくつかのサークル紹介、記念撮影などをして、できたてほ
やほやの新しい仲間たちと、ほのぼの和やかなひと時を過ごしていました。

　2023年４月７日（金）、こども学部
の新入生歓迎会となる「さくらまつ
り」が九里メモリアルホールにて開催
されました。
　浦大ウインドオーケストラの生演
奏の流れる中、新入生が入場し、来
場記念の水引グッズ（茶道・華道部手作り製作品！）のプレゼントがありました。新入
生は、主催の２年生と共にレクリエーションのモノマネじゃんけん列車で交流を深め
たり、「ぽっけ」の見学、いくつかのサークル紹介、記念撮影などをして、できたてほ
やほやの新しい仲間たちと、ほのぼの和やかなひと時を過ごしていました。

・今日先輩たちと関わって、みんな楽しそうで、

　学校生活が楽しみになりました。

・交流できて楽しかったです。

・先輩とも同級生とも距離が縮まりました。

新入生の
感想

1組1組 2組2組

3組3組 4組4組
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2023年度  会計予算書 （2023年4月1日～2024年3月31日）第3号議案 （金額単位円：△増▲減）

学園関連施設視察研修

理事会及び総会関係、事務局運営費、しらさぎ祭参加活動関係、広報誌発行活動関係 等

施設、設備、教育用機器備品等助成

九里育英振興会年会費

広報誌｢浦大春秋｣印刷発送費（年２回発行）

学生生活及び就職関連助成

学生褒賞 等

学生海外研修旅行費用助成　△社会学部海外セミナー費用助成追加増

保護者会会員等慶弔費

被災学生支援、学生学外活動費助成、環境整備助成、入学式及び学位記授与式運営費助成 等

振込手数料、残高証明発行手数料 等

研修費

需要費

設備備品費

負担費

広報費

学生指導費

報償費

国際教育費

慶弔費

福利厚生費

雑費

積立金組入

小計

予備費

合　　計

1,000,000

2,000,000

2,000,000

200,000

2,000,000

2,000,000

250,000

2,500,000

300,000

3,000,000

100,000

0

15,350,000

15,384,128

30,734,128

1,000,000

2,000,000

2,000,000

200,000

2,000,000

2,000,000

250,000

1,500,000

300,000

3,000,000

100,000

0

14,350,000

13,760,549

28,110,549

0

0

0

0

0

0

0

△ 1,000,000

0

0

0

0

△ 1,000,000

△ 1,623,579

△ 2,623,579

摘    要勘定科目 本年度予算 前年度予算 差引増減

２．支出の部

会費＠12,000×743件（2023年5月1日現在学生数）▲学生数30名減

受取利息

会費収入

積立金取崩収入

雑収入

小　　計

前期繰越金

合　　計

１．収入の部

8,916,000

0

1,000

8,917,000

21,817,128

30,734,128

9,276,000

0

1,000

9,277,000

18,833,549

28,110,549

▲ 360,000

0

0

▲ 360,000

△ 2,983,579

△ 2,623,579

摘    要勘定科目 本年度予算 前年度予算 差引増減

有村  恵美子

[会長補佐]小野田えり子　　[企画部付]眞田洋子　　[広報部付]畠山憲司

［部長］ 臼倉紀子　　［副部長］ 後藤　忍　　市川則子　　出石さおり　　藤川陽子　　緒方真弓

［部長］ 風間千晶　　［副部長］ 石田博邦　　遠藤智代　　竹川健城　　濵野志津江

霜山英恵　　堀越勇介　　齋藤佳子　　高野吉教　　長澤寿恵　　廣瀬愛子　　新戸良博　　譲原恵理 

出石さおり 　　遠藤智代

23名

会　長

副会長　

理事　企画部

理事　広報部

理事（2023年度加入）

監事（理事兼務）

保護者会役員　計

役員氏名役職・役割

2023年度 浦和大学保護者会役員名簿第2号議案 （2023年6月3日現在、敬称略）

2023年度  総会承認事項
　　　　2022年度
収支決算報告･監査報告
第1号議案

2023.6.3（土）

2023.6.3（土）

2023.6.3（土）

2023.7.8（土）

2023.9.9(土)～10(日)

2023.9.9（土）　(保護者会役員研修旅行内)

2023.10.8（日）

2024.1.27（土）

2024.3.15（金）

2024.4.3（水）

2024.4.20（土）

2024.5.17（金）

2024.6.１(土）

2023年度総会

第1回理事会

懇親会

第2回理事会

保護者会役員研修旅行

第3回理事会

しらさぎ祭

第4回理事会

学位記授与式

入学式

第5回理事会

会計監査会

2024年度総会

項　目 開催日

2023年度  事業計画 （2023年6月3日現在）第3号議案
※事情により計画が変更または中止となる場合があります。１．総会、理事会、各種行事

2023.7

2023.12

第41号（春号）

第42号（秋号）

項　目 発行月

2．保護者会広報誌「浦大春秋」発行  

2022.6.4（土）

2022.6.4（土）

2022.6.4（土）

2022.7.9（土）

2022.9.17(土)～18(日)

2022.9.17（土）　（保護者会役員研修旅行内）

2022.10.8（土）、9（日）

2023.1.28（土）

2023.3.16（木）

2023.4.5（水）

2023.4.15（土）

2023.5.19（金）

2023.6.3（土）

2022年度総会

第1回理事会

新旧役員懇親会【中止】

第2回理事会

保護者会役員研修旅行

第3回理事会

しらさぎ祭

第4回理事会

学位記授与式

入学式

第5回理事会

会計監査会

2023年度総会

項　目 開催日

2022年度  事業報告第1号議案

１．総会、理事会、各種行事

2022.7

2022.12

第39号（春号）

第40号（秋号）

項　目 発行月

2．保護者会広報誌「浦大春秋」発行  
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保護者会会長就任あいさつ

4
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。3
人
の
子
供

の
中
で
専
門
性
に
特
化
し
て
い
る
大
学
に
進
学
し
ま
し

た
の
で
、大
学
の
様
子
を
知
り
た
く
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。教
職
員
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、希
望

し
て
い
た
職
種
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
何
よ
り
も
嬉

し
い
限
り
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、新
体
制
の
も
と
保
護
者
会
が

益
々
ご
発
展
す
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、誠
に
簡
単
で
は
あ

り
ま
す
が
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2022年度　副会長
2021年度　副会長
2020年度　副会長
2019年度　理事  広報部

高橋　義正さん

娘
2
人
が
浦
和
大
学
に
お
世
話
に
な
り
、7
年
間
保

護
者
会
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。会
長

に
な
っ
て
か
ら
の
3
年
間
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
中
で
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
が
、振
り
返
る
と
す
べ
て
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
出
逢
い
を
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。先
生
方
に

も
あ
た
た
か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
感
謝
の
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2022年度　会長
2021年度　会長
2020年度　会長
2019年度　副会長
2018年度　理事 広報部副部長
2017年度　理事 広報部
2016年度　理事 広報部

細沼　和美さん

浦
和
大
学
の
入
学
式
で
保
護
者
会
が
あ
る
の

を
知
り
、ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
保
護
者
役
員
会

に
参
加
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。一
人
暮
ら
し

の
娘
の
生
活
補
助
と
、先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
目
的
で
参
加
を
決
め
た
の
も
あ

り
ま
し
た
。2
0
1
9
年
よ
り
元
号
が
令
和
へ

と
変
わ
り
新
し
い
年
の
始
ま
り
と
思
い
ま
し
た

が
、消
費
税
の
増
税
、台
風
被
害
で
の
し
ら
さ
ぎ

祭
の
中
止
、さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
の
生
活
の
変
化
、行
事
な
ど
の
中
止
で
、

遠
方
の
私
は
研
修
旅
行
、理
事
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
準
備
等
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。本
当
に
保
護
者
会
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
ば

か
り
の
4
年
間
で
し
た
。し
か
し
、参
加
で
き
た

会
は
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

役
員
を
さ
せ
て
頂
い
た
の
も
一
つ
の
縁
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。人
と
の
つ
な
が
り
、絆
を
大

切
に
し
、一
人
で
も
多
く
の
方
が
笑
顔
に
な
れ
る

浦
和
大
学
保
護
者
会
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、今
後
の
浦
和
大
学
保
護
者
会
の
さ

ら
な
る
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 2022年度　理事  企画部

2021年度　理事  企画部
2020年度　理事  企画部
2019年度　理事  企画部

塚原 としえさん

総会・第1回理事会・懇親会
浦和大学保護者会・後援会浦和大学保護者会・後援会

退
任
役
員
の
挨
拶

退
任
役
員
の
挨
拶

　
浦
和
大
学
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
、日
頃

よ
り
保
護
者
会
の
活
動
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
浦
和
大
学
保
護
者
会
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
有
村
恵
美
子
と

申
し
ま
す
。こ
ど
も
達
が
充
実
し
た
学
生
生

活
が
送
れ
ま
す
よ
う
、大
学
と
連
携
し
な
が

ら
活
動
し
て
参
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
学
の
行

事
が
中
止
・
縮
小
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今

年
度
よ
り
通
常
の
形
で
再
開
さ
れ
て
お
り

ま
す
。学
生
同
士
の
交
流
が
行
わ
れ
、浦
和

大
学
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
が
で
き
る
こ
と
に

嬉
し
さ
と
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、浦
和
大
学
の
良
さ
は
先
生
と
学
生

の
距
離
が
近
く
、大
変
優
し
く
教
え
て
く
だ

さ
る
所
で
す
。日
頃
か
ら
の
先
生
方
の
ご
尽

力
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
保
護
者
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
、浦
和
大
学

で
の
学
び
が
一
生
の
宝
と
な
り
ま
す
よ
う
、

大
学
の
環
境
を
整
え
る
等
の
支
援
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
に
は
、今
後

と
も
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
浦
和
大
学
保
護
者
会
・
後
援

会
総
会
」が
浦
和
大
学
３
２
１
０

教
室
で
行
わ
れ
、
会
員
総
数

7
4
3
名
、出
席
者
22
名
、委
任

状
4
2
7
名
に
よ
り
総
会
が
成
立

し
た
事
を
確
認
し
、議
事
が
進
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
２
０
２
２
年
度
事
業

報
告
、決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

が
あ
り
、続
い
て
２
０
２
３
年
度

の
役
員
選
出
、事
業
計
画
案
と
予

算
案
が
審
議
さ
れ
、原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、保
護
者
会
会
長
に
有
村

恵
美
子
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
後
、ご
臨
席
の
大
久
保
副

学
長
を
は
じ
め
諸
先
生
方
か
ら
、

学
部
、学
科
、学
生
生
活
等
に
関
す

る
近
況
報
告
や
、新
た
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、同
会
場
に
て
退

任
役
員
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、久

田
学
長
よ
り
大
学
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
新
役
員
体
制
に
よ
る

「
第
１
回
理
事
会
」を
行
い
、企
画

部
、広
報
部
か
ら
の
活
動
報
告
と
、

大
学
へ
の
助
成
予
算
等
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
別
施
設
に
移
動
し
、4
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
る「
浦
和
大
学
保
護

者
会
・
後
援
会
懇
親
会
」を
行
い
ま

し
た
。

　
参
加
者
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、

退
任
と
な
っ
た
役
員
へ
の
花
束
贈

呈
を
行
い
、そ
の
後
、大
学
教
職
員

と
新
旧
役
員
と
の
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。

　
出
席
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
お

話
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
徐
々
に
で
き
つ
つ
あ
る

こ
と
や
、今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2023年度保護者会会長

有村　恵美子

保護者会牽引役として
の数々のご活躍、大変
お疲れ様でした。
これからも浦和大学の
活動を見守り続けてく
ださい。

保護者会牽引役として
の数々のご活躍、大変
お疲れ様でした。
これからも浦和大学の
活動を見守り続けてく
ださい。

保護者会だより活動報告

《記事》広報部副部長  石田博邦
《撮影》広報部 ［総会］遠藤智代、濵野志津江　［懇親会］緒方真弓、竹川健城

2023年
6月3日土
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編集後記
　先日、4年ぶりに開催された総合福祉学科保護者会に参加しました。

教員紹介の挨拶では多くの先生が「大学と家庭の両輪で学生を支える」「親御さんとパート
ナーシップを築いていきたい」とおっしゃっていました。また「学生に対しては、こちらがきめ
細やかに対応することで、彼らも社会に出た時に細やかな対応のできる人になってくれるの
ではないかとの思いを持って接しています」という先生もおられました。浦和大学には親同
様にわが子の苦悩や成長に寄り添い、ともに歩んで下さる沢山の先生方がいるということに
心から感謝しています。 （広報部部長   風間   千晶）

撮影  広報部 濵野 志津江

2022年度 学位記授与式
2023年度 入学式
2022年度 学位記授与式
2023年度 入学式
さいたまランフェス2022-23
さくらまつり
さいたまランフェス2022-23
さくらまつり
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[制　作] 望月印刷株式会社

 ■浦和大学保護者会に対する、ご質問・ご意
見・ご感想などございましたら、ご遠慮なく事
務局までお問い合わせください。

41
2023 Spring

　第１体育館には更衣室（男・女）が
あり、シャワー室も設置されていま
す。シャワー室の更新工事が行われ、
最新の設備となりました。
　同時に更衣室の改修も行い、床は
ピータイルからタイルカーペットに張
替え、天井壁面の塗装などが行われ、
明るい雰囲気となりました。

情報・写真提供／浦和大学総務課

大学施設が新しくなりました大学施設が新しくなりました

■2023年度総会承認事項報告
■活動報告「保護者会だより」
■第1体育館更衣室更新
■編集後記

改修は浦和大学後援会2022年度助成によって行われました。

シャワー室、更衣室の更新シャワー室、更衣室の更新

　更衣室のリニューアルに併せてロッカーの入替
も行い、明るく衛生的なものとなりました。カギは
ダイヤル式で、使う都度、新たに番号を設定する仕
様になっています。

更衣室ロッカーの更新更衣室ロッカーの更新
　シャワー室と更衣室の洗面台への給湯は、これまでのガス給
湯器から、900ℓ（450ℓ×2台）をタンクに貯めておける電気式
のエコ給湯器に変更しました。非常時には貯湯ユニットから飲
み水や温かいお湯を利用することができます。

給湯設備の更新給湯設備の更新

Renewal

Renewal Renewal

男子更衣室全体
女子更衣室全体

給湯設備男子更衣室ロッカー

女子更衣室ロッカー

男子更衣室シャワール
ーム

シャワールーム脱衣所
床

シャワーブース

更衣室改修

第１体育館 更衣室内
（九里メモリアルホール）（九里メモリアルホール） 大 規 模 改 修
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